
ゼロエネルギー住宅ＺＥＨを適合義務化
断熱＋高効率設備＋太陽光発電

建築物省エネ法
即時適合義務化

トップランナー基準
目標引き上げ

（分譲戸建・注文戸建・賃貸）

断熱による
暖冷房の負荷削減

高効率設備による
省エネ

太陽光発電による
創エネ

× ＋

住宅の省エネ・ゼロエネは３点セット

建築行政の主管として国交省がリーダーシップをとるべし
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望ましい
2050年

再エネ中心社会
日本の脱炭素化

建築行政の主管である国交省が主体となって
住宅の脱炭素化と健康快適な暮らしを実現すべし！

↓
住生活基本計画にエネルギー・健康快適を明記せよ！

住宅ストックの
100%がZEH化！

１次エネ削減率新築目標引上げ
既築の省エネ設備更新推進
断熱等級５適合義務化

戸建新築でZEH義務化
断熱等級６適合義務化

国民みんなが
健康快適

新築への
太陽光設置を
早期に義務化

買替サイクルが
早い設備
蓄電池/EVは
後回しでOK

不健康不快
光熱費負担大

省エネ基準
即時適合義務化

石炭火力依存
断熱等級４
即時適合義務化

断熱等級５
早期適合義務化

断熱等級６
標準化

2035

2040

2030

2025

現状

住宅ストックのZEH率25%

住宅ストックのZEH率50%

住宅ストックのZEH率75%

2045

エアコン・給湯機の
LEDの高効率化は十分
普及・更新が課題

既築や共同住宅への
太陽光設置を
推進

太陽光発電高効率設備断熱 × ＋
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出展：山口幹幸・川崎直宏編 人口減少時代の住宅政策

住宅の量を追求した住宅建設五か年計画→質を求める住生活基本計画 187



出展：2021/01/18璹５４豦貣諆諆鉖喨𧵦茩 住生活基本計画（全国計画）（╢）（讛要）

エネルギーや生活の質にも触れてはいるが取り組みは不十分
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出展：2021/01/18璹５４豦貣諆諆鉖喨𧵦茩 住生活基本計画（全国計画）（╢）（讛要）

太陽光丿 ␅ ␈ 丁土之人元自立冖鴂踜齇丿隶ぇ旐

耐震工事冂際丿冖鷢𠯢 繉渃隶行ㄩ广③

␟仁寸丰維持刀又刃貤𡢿冂ⅰ辵 刀仁女儿刃十亡␞隶重要

𠶖丁土性能冂表示義務化・𠶖丁土鷞娾冂促進
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出展：2021/01/18璹５４豦貣諆諆鉖喨𧵦茩 住生活基本計画（全国計画）（╢）（讛要）

ˋ金丿余裕冂丶 ㄧ子育ⅷ栜閺丿⑨⑼桴檁闀適丶<␆ ⑶␏丈予丁土ⅸ
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出展：2021/01/18璹５４豦貣諆諆鉖喨𧵦茩 住生活基本計画（全国計画）（╢）（讛要）

𠶖丁土性能・光熱費目安冂表示義務化␏推進
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建築家 伊礼智氏
「性能を向上させることが日本建築を進化させる」

建築家 堀部安嗣
「性能と意匠は切り離されるべくもないことは明白」

日本の木造住宅の伝統に省エネや断熱は合わないのでは？

建築家は性能と意匠は当然両立できると断言！

日本の伝統に
断熱・気密なんてなかったぞ

木造は高断熱・高気密の実現に
もっとも適した適した建材！

木造の本当の良さを活かせる
設計者・施工者が全国に！



193性能を向上させることが日本建築を進化させる

建築家
伊礼智

数年前まで「高気密・高断熱」という言葉に強い反発を感じていました。これは建築家と呼ばれる意匠系の設計者に共通す
る感覚だと思います。理由は性能推進派の創る住宅に建築としての魅力を感じることができなかったからです。しかし、実施に
性能の向上に取り組んでみると、それは誤解であり、むしろ性能が高まったおかげで、設計の可能性が広がることが理解でき
たのです。さらに、木造の伝統構法に長年取り組んでいる知人の建築家は伝統構法を生かしながら高気密・高断熱で成果を
上げています。古民家のリノベーションでも性能向上に取り組む建築家や工務店が増えてきました。

伝統構法の世界でも、省エネと日本の伝統が相入れないものではないことがわかってきたのだと思います。むしろ、受け継い
できた日本建築を進化させる課題に取り組むチャンスであり、寒くて住めないと敬遠され、取り壊されていく古民家を守り、使い
続けていく取り組みでもあると強く感じているのでしょう。性能と意匠（デザイン、表現）は両立できます。その実例を周知させる
ことが大事だと思われます。

里山の平屋暮らしの家（高断熱高気密＋オールタイム・リアルZEH）



194住宅の性能と意匠は両立できる

建築家
堀部安嗣

本来、住宅はその時代で入手できる材料や技術によって可能な限り温熱性能を高めること
こそが 最大の役割であり、先人たちの切実な希求であった。外部環境が暑ければ室内は涼
しくなるよ う、外部環境が寒ければ暖かくなるように先人たちは様々な工夫をしてきた。そして
その工夫の 結果がそのまま建物の”意匠”となっているのである。瓦屋根、軒、ふところ、障
子、縁側、簾、、、 風雪に耐えてきた日本建築の優れた意匠は温熱環境や性能を追求した結
果生まれたものであるこ とを知れば、性能と意匠は切り離されるべくもないことは明白である。

言い換えれば温熱環境を 整えることができない意匠、性能と切り離された意匠は優れた意
匠とは言えないのである。 風雪に耐えてきた優れた意匠を学び、今の技術や材料によって現
代の生活を快適なものにしてゆく ことには無限の可能性と不易な価値があると実感している。

扇ガ谷の家（高断熱高気密＋太陽熱暖房）

©Tetsuya Ito



195「ピンの作り手」と「キリの作り手」

素晴らしい家を造る「ピンの作り手」と、驚くほど勉強しない「キリの作り手」が存在する！

ピンの作り手
設計や施工の最新技術を常に勉強

全棟ゼロエネ・耐震等級３が当たり前
最適化で高性能をコストダウン！

キリの作り手
エネルギー計算も構造計算も勉強しない

省エネ・耐震 なんのこと？
低性能住宅をダンピング

省エネ？断熱？
お施主さんが求めませんよ

（おれも計算できないし）

昔ながらの家造りが
一番いいに決まってんだよ！

（新しいやり方知らないし）
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地域の工務店や意識の高い大工は伝統的な技術というベースを持ちながら新しい技術も取り入れ、ハ
ウスメーカーにはできない、様々な技法を用いてより良い家造りができている。また伝統的な土塗り壁を使
いながら省エネ住宅を建てる構法も実際に確立されている。

そういった工務店は職人が育つ環境をきちんと整え、次世代に技術を伝える育成にも力を入れている。
しかし、意識が高く、技術を持っていたとしても、お客様へのアピールや知識が少ないために説明が足らず、
なかなか腕を振るえずにいる工務店もある。

気密と断熱の重要性や省エネ住宅の快適性は五感でしか感じることができない。そのため、どうしても家
を建てる際は間取りや設備等に重点が置かれ、省エネ性能に関しては予算を調整する部分にされる事も
少なくない。費用対効果を理解し、納得できなければ選ばれないのが現状である。

よって、質の低い住宅の排除し、望まれる質の高い省エネ住宅の普及を目指すのであれば、ベースとな

る基準“省エネ基準適合”の義務化が一番の近道であると考える。
横井辰幸

愛知県建設組合『あいけん』会長

断熱・気密の義務化で優秀な作り手が建設業の主役になる



197

金子建築工業株式会社
会 長 金子一弘
木造住宅建築業
住宅資材卸売業

相談役
国産材市売り業

国産材の生産単位と消費単位に合った住宅政策を
５２億４千万㎥（2017年林野庁データ）の蓄積がある日本の山の木材は毎年約7000万㎥成長しているが住宅

建材として十分に使われていない。理由は全国の中小製材工場の生産単位が少ない、同じ品質の製品が揃わ
ない為、大手ハウスメーカーが使わない。従って、地場の工務店の需要が多い。

地場工務店に建物の消費エネルギー計算する技術等が普及すれば、住宅の受注機会も増え国産材の消費が
増える。国産材が住宅として長期間使用されれば木材に炭素が固定されて地球温暖化を防ぐ事になる。

住宅は個人の財産でもるが快適で省エネな住宅は社会の財産でもある
高性能住宅が増えれば高齢者が自宅に住み続けるので高齢者施設が少なく済む、高齢者の医療費も少なく

済む。

住宅の性能を学校教育のカリキュラムに入れる
消費者が住宅の快適性・省エネ性・耐震性・耐久性等の住宅本来の基本性能を理解しない為、デザインや家

協同組合東農地域木材流通センター事の動線・設備等に目がいってしまい建築基準・省エネ基準等が満たされていれば後は安価であれば良いと言
う。適切な断熱性にすればお風呂でも結露もしない。室温も上がり耐久性も向上する

高 断 熱 住 宅 と 既 存 住 宅 の 温 度 比 較
高 断 熱 住 宅 の リ ビ ン グ

無 暖 房 （ パ ッ シ ブ 暖 房 ）

（ 平 均 1 9 . 6 ℃ ）

築 3 0 年 の 住 宅 の 居 間
石 油 フ ァ ン ヒ ー タ ー 暖 房

（ 平 均 1 5 . 6 ℃ ）

外 気
（ 平 均 7 . 8 ℃ ）

地場工務店が高性能住宅を建てることが国産材の活用と地域活性化につながる
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低断熱・低気密のプレハブ仮設住宅 高断熱・高気密の木造仮設住宅

冷たい外気が
足元から侵入

エアコンが大量の
電気を消費

高断熱で
熱ロスが小さく

エアコンの節電に

高気密で
外気が侵入せず
足元から暖かい

地域の優秀な作り手こそが地元の木材を活用して高性能住宅を作ることができる！



不健康・不快 せっかく建てた家を 増エネ・増CO2 
次世代に残せない

キリの作り手の皆様の
お邪魔はしません

どうぞお好きなように・・・

国交省も分かってんな
骨抜き規制のおかげで

勉強いらずだわ！

今まで通り
テキトーな家造りを

続けてやるぞ！

＝国民と地球に冷たい無責任な建築行政

十分な性能を確保できない
あなたたちは退場！

家を建てる資格ないよ！

住宅供給者に厳しい
高レベル・期限厳守のスパルタ建築行政

＝国民と地球にやさしい責任をとる建築行政

〇〇年までに必ず
目標レベルを達成してください！

みんなでがんばりましょう！

設計を改善！ 施工も改善！

建築行政 ２つのチョイス

健康・快適 次世代に残せる 省エネ・省CO2 
住宅ストック

200

不勉強だったから
当然だよな・・・

努力しない住宅供給者にやさしい
低レベル・期限なしのぬるま湯建築行政



「健康快適な暮らし」を「限りなく少ないエネルギーコスト」で「全ての人に届ける」ために

住宅は最も有望な投資先 日本の脱炭素化と健康・快適な暮らしのために「直ちに」「できるだけ」投資すべ
し
• 住宅の省エネは従来家電や給湯機の高効率化が主だったが、すでに弾切れ 建物全体の高性能化が不可欠
• 工場やオフィスのゼロエネ化は困難だが、住宅（特に戸建）のゼロエネ化は容易 日本全体の脱炭素化に極めて有効
• 住宅は生活の中心であり国民福祉の根幹 アフターコロナの流れの中で居住環境への関心が高まっている今が「最後のチャンス」
• 長期に使われる建築物は「ロックイン効果」が非常に大きい 良質な住宅ストックを形成する最後のチャンス 最優先で投資すべき

省エネ基準適合義務化先送り・ZEHの普及遅れは大きな問題 省エネは民間丸投げでは進まない
• 省エネの３点セットは「断熱」「高効率設備」「太陽光発電」 当初は断熱のみ基準→断熱＆一次エネ基準へ
• 本来は2020年に省エネ基準適合義務化 → 説明義務化とトップランナー制度にトーンダウン 基準を満たさなくても家は建ってしまう！

• 国交省の政策は「目標レベルが低い」「タイムリミットの設定がない」 省エネ基準は低レベルなのに適合義務化ができていない
• ゼロエネZEHは経産省主導 国交省との縄張り争いの中で2030年ZEH標準化はおぼつかない状況

• 住宅の省エネを民間丸投げにしてはダメ！ 国が規制して高いレベルを早期に適合義務化することは絶対必要

産官学を上げて日本全体の英知を結集し、地域の実情に合わせた「真のエネルギー自立住宅」の開発・普及を促進しよう
• 経産省ＺＥＨは究極のエコハウスにあらず 系統への売電・買電に頼らないエネルギー自立住宅を目指すべき
• オールシーズンでのエネルギー自立には冬の無暖房化が重要 断熱＋日射取得＋蓄熱で実現可能
• 地域の実情に合わせた独自の取り組みを後押し、新技術のWEBプロ評価を積極的に進めるべき

「できることだけやるフォワードキャスティング」は大失敗 脱炭素と健康・快適の「ゴール達成に向けた」バックキャスティングへ転換を
• 目先でできることの積み上げ「フォワードキャスティング」では間に合わない 住宅断熱の遅れは典型的な大失敗
• 脱炭素化と望ましい居住福祉を念頭に、目標からの逆算「バックキャスティング」への政策転換が必要
• エネルギー効率・断熱・太陽光発電 「高いレベル」を「期限厳守」で適合義務化する 特に建物の断熱は早急な義務化が必要

建築行政の主要テーマに省エネ・ゼロエネをしっかりと組み込むべし
• すでにロードマップは査定済 必要なのは「やる気」と「スピード感」 「高いレベルの目標」を「タイムリミット厳守」せよ！
• 住生活基本計画に断熱・省エネ・ZEHを明記 住宅行政の根幹に省エネ・ゼロエネを据えるべき

• 建築行政の主管である国交省が中心となって、住宅の脱炭素化と健康・快適な暮らしの実現に責任をもつべし
• 勉強しない「キリの生産者」保護をやめて、勉強熱心な「ピンの生産者」のサポートに政策を転換しよう
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住宅の省エネ推進に関する提言

省エネと健康快適はセット 国民の「命」と「人生」に係る重大問題として、関係省庁は自信と誇りを持って行政に取り組もう
• 「省エネは命に関わらない」は完全な誤解 「健康・快適な暮らし」を「ゼロエネ」で達成することが真の省エネ
• 家電やエアコン・給湯機の効率向上は頭打ち 建物そのものの性能向上とゼロエネ化に取り組むことが不可避
• 住生活基本計画に省エネをしっかり組み込み、住宅行政の重点課題としてしっかり取り組むことが肝心

「キリの作り手」保護から転換して国民の利益を最優先し、地域で良質な住宅ストックを形成できる「ピンの作り手」を支援しよう
• 省エネも耐震も対応できない「勉強しない住宅生産者」の言い分優先は、国民に大きな不利益 住宅ストックの断熱１割はその典型
• 「買った方が悪い」自己責任論は、「暑くて寒い」不健康・不快で「電気代高い」増エネ住宅で国民を苦しめることになる
• 地域ごとに優秀な住宅供給の担い手は登場している 「努力する生産者」を支援し主たる担い手とすることが本当の地域活性化につながる

省エネ基準・ＺＥＨからエネルギ自立まで、一貫した政策を主導しよう
• 工務店のZEH率が極めて低い・2030年の平均ZEH化は実現できるのか？ 国交省の主体的な取り組みが不可欠

• 「暖かく涼しい」健康快適で「電気代の心配のない」省エネ住宅のストック形成を目指し、場当たり的な政策をやめること
• 住生活基本計画にエネルギー問題をしっかり組み込み、長期優良住宅や様々な住宅施策を通し一貫した省エネ施策を導入すること

時代遅れの省エネ基準を超えた高い省エネ目標を設定し、表示義務化・適合義務化の期限を明示しよう
• 住宅の省エネ基準は1999年の断熱基準４と2012(?)年ごろの標準設備であり、すでに時代遅れ それすら適合義務化できていない
• 部材の性能向上を考慮し断熱等級５・６の新設 20%超の一次エネ等級の新設 ＺＥＨの明確な位置づけ ＺＥＨ超のエネルギー自立目標

省エネ目標達成の根拠をオープンにし、産官学の知見を集めて脱炭素化＆国民全員の健康快適を実現するロードマップを作製しよう
• 現状の省エネ達成計画は詳細未公開 一部公開根拠にも疑問が多い 前提データおよび計算シートを全て公開すること
• 2050年の「脱炭素化」＆「国民全員の健康快適」からバックキャスティングし、確実かつ効率的に実現する方法を産官学で広く議論すべし

• すでに策定済のロードマップも見直しつつ、目標と期日を明確にした実効性のあるロードマップを策定し常に進捗確認を行うこと

省エネの適合義務化には届出・審査の効率化が必要 書類や届出のデジタル化を徹底しよう
• 省エネの説明義務化・構造の書類保存義務化では実効性に限界 「取り残される施主」をなくすため適合義務化し建築確認と一体化する
• 届出書類・手続きのデジタル化、BIM活用を徹底し、審査の効率化を図ること やると決めたらできる！
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国交省が住宅の省エネを適合したくない理由は書類審査の増加？

省エネの義務化に伴う業務増大には適切な対策を検討すべき

出展：国土交通省 改正建築物省エネ法の概要

小規模住宅（戸建）は
棟数が桁違いに多い！

今後の住宅・建築物の省エネルギー対策のあり方について
（第二次報告案）（参考資料）
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204建築確認申請のデジタル化で効率化と信頼性を向上

建築主事の指示が
人によって違う・・・

読むのが面倒だから
最低限の書類だけ要求・・

確認申請の書類や
手続きが大変・・

建築確認申請は、建築基準法 6条、6条の2に基づく申請行為である。
建築基準法6条1項、2項に該当する場合、建築主は建築主事又は指定確認検査機関に確認申請書（設計図書等を含む）を提
出し、これらの者の建築確認を受けて、確認済証の交付を受けなければ建築することができない。
確認申請書の提出先は、地方公共団体の建築主事又は民間企業の指定確認検査機関である。
建築基準法に適合する根拠を明示した設計図面、仕様書、認定書等が必要である。 また一定規模では構造計算書も必要。

確認申請の電子化・効率化で構造計算書・省エネ計画書も問題なく届出・審査は可能！

構造

図面や計算書は
どこに誰が保存・・・

設計・届出のデジタル化で
構造や省エネ計算・届出も

手間いらずに

審査合理化で負担低減
審査書類も保存

省エネの適合義務化・構造の４号特例廃止を見越し、建築確認申請と一体化してデジタル化



不健康・不快 せっかく建てた家を 増エネ・増CO2 
次世代に残せない

キリの作り手の皆様の
お邪魔はしません

どうぞお好きなように・・・

国交省も分かってんな
骨抜き規制のおかげで

勉強いらずだわ！

今まで通り
テキトーな家造りを

続けてやるぞ！

＝国民と地球に冷たい無責任な建築行政

十分な性能を確保できない
あなたたちは退場！

家を建てる資格ないよ！

住宅供給者に厳しい
高レベル・期限厳守のスパルタ建築行政

＝国民と地球にやさしい責任をとる建築行政

〇〇年までに必ず
目標レベルを達成してください！

みんなでがんばりましょう！

設計を改善！ 施工も改善！

建築行政 ２つのチョイス

良質な住宅ストックを残せる最後のチャンス どちらをチョイス？迷う必要はありますか？

健康・快適 次世代に残せる 省エネ・省CO2 
住宅ストック
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不勉強だったから
当然だよな・・・

努力しない住宅供給者にやさしい
低レベル・期限なしのぬるま湯建築行政


